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ノ-、

，圃h、
肘
山
着
稚
貝
(
ホ
タ
テ
ガ
イ
)
の

移
動
方
法
は
φ

T 移動方向に三を吸着させながら{$ぱし
ていく (足C基部援酉(こある足糸線刀、
ら足糸を分泌し画定している状態〉

2. 'lRに、足を完めるとi司時lこ足糸を切断
し、引き寄さるように移動する。

3. I多動を終わると再び足糸を分泌して酉
定する。

c主〕 ほかに、 示し でl~動する万j玉もあります。

〈手前のガラス;こi寸着している写真です〕 -. 

ノ-、

側コーセイ印刷 怠怒諺議i:J

ふ
フ
年
の
採
苗
予
報
を

ふ
り
か
え
っ
て

室す

馬

廉

ぼ
た
て
員
部
技
師

介

今
年
も
例
年
間
段
、
昨
年
末
か
ら
始
ま
っ

た
母
貝
調
査
で
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
天
然
採
苗

予
報
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

図
ー
は
倍
貝
の
成
割
問
度
と
、
水
湿
の
関

係
を
示
す
グ
ラ
フ
で
す
。
こ
れ
に
よ
る
と

例
年
同
様
年
明
け
と
と
も
に
、
成
熟
度
指

数
(
生
殖
巣
重
量
/
軟
依
部
重
量
)
は
上

昇
を
始
め
ま
し
た
。
成
熟
度
指
数
が
愚
高

に
な
る
三
月
は
、
水
温
が
例
年
よ
り
も
若

干
高
め
に
推
移
し
た
こ
と
に
よ
り
、
指
数

は
例
年
ほ
ど
高
く
な
ら
ず
、
三
月
下
旬
に

は
垂
下
養
殖
貝
で
既
に
産
卵
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
時
点
で
我
々
は
、
母
貝
数

(
今
年
産
卵
に
関
与
し
た
縫
定
母
貝
数
は
、

全
湾
で
約
三
億
五
千
万
個
)
か
ら
考
え
て
、

平
均
付
着
数
は
採
苗
器
一
袋
当
り
四
万
六

千
個
程
度
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
し

た
。
し
か
し
こ
こ
数
年
、
母
貝
と
な
る
ホ

タ
テ
成
貝
の
軟
体
部
歩
留
り
が
悪
い
事
宇
佐

考
え
る
と
、
種
苗
の
質
に
は
疑
問
が
残
る

と
し
て
、
採
苗
速
報
に
十
分
注
意
し
て
欲

し
い
と
い
う
情
報
を
出
し
ま
し
た
。

全
湾
一
斉
の
-
フ

l
パ
調
査
は
三
月
三
十

日
に
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
は
後
調
漁
業

研
究
会
が
新
た
に
参
加
し
た
の
を
は
じ
め
、

青森県東津軽郡平内町茂浦ftOl77-55-2155/印刷

七
漁
協

・
研
究
会
に
各
一
点
ず
つ
調
査
点

の
増
設
を
お
願
い
し
、
調
査
網
の
充
実
と

予
報
精
度
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

調
査
結
果
の
推
移
を
追
っ
て
い
き
ま
す

と
、
四
月
二
十
日

t
一
二
日
の
第
四
回
調

査
で
、
ラ
l
パ
の
出
現
数
は
今
年
度
優
高

と
な
り
、
同
時
に
二

O
Oミ
ク
ロ
ン
以
上

の
大
型
ラ
l
パ
の
割
合
も
五
十
%
を
越
え

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
四
月
二
三
日
発
行

の
保
留
速
報
で
は
、
「
探
苗
器
の
投
入
適

期
と
な
り
ま
し
た
」
と
投
入
の
ゴ

l
・
サ

イ
ン
を
出
し
ま
し
た
。

今
年
の
ラ

l
パ
の
出
現
数
は
、
過
去
三

年
(
五
九

t
六
一
年
)
に
出
較
し
て
、
半

分
以
下
で
経
過
し
ま
し
た
(
図

2
)
が、

成
長
や
生
残
は
順
調
で
図

3
に
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
殻
長
組
成
の
山
は
次
第
に
石

へ
移
動
し
て
行
き
ま
し
た
。
今
年
、
成
長

が
四
順
調
に
推
移
し
た
理
由
は
、
四

t
五
月

ヤ
マ
セ

に
偏
東
風
が
弱
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
偏
東
風
が
吹
く
こ
と
に
よ
り
、
東

湾
か
ら
湾
央
部
に
か
け
て
形
成
さ
れ
て
い
る

ラ
1
パ
の
濃
密
群
が
、
西
側
の
湾
口
部
付
近

に
吹
き
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
湾
外
へ

流
出
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
以
上
に
間

青森県水産増殖センターナ3む滋3L令な鉱ウご溜滋怒怒2発行
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帥

削

ω

刷

l
目

当

ワ

の

ホ

タ

テ

ガ

イ

付

着

敬

題
な
の
は
、
東
湾
表
層
の
水
が
西
へ
移
動
す

る
た
め
に
、
そ
れ
を
補
う
た
め
に
底
層
の

冷
た
い
水
が
上
層
に
昇
り
ま
す
。
こ
の
た

め
ラ
l
パ
が
分
布
す
る
水
深
の
水
混
が
低

下
し
、
成
長
を
阻
害
し
た
り
、
減
耗
を
高

め
た
り
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今

年
は
そ
の
漏
東
風
が
弱
か
っ
た
た
め
に
、

順
調
に
推
移
し
た
の
で
す
。

増
殖
セ
ン
タ
ー
で
は
、
青
森
市
水
産
箔

導
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
、
四
月
中
旬

か
ら
六
月
上
旬
に
か
け
て
、
一
週
間
毎
に

採
苗
器
の
投
入
と
調
査
を
く
り
か
え
し
行

な
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
西
湾
で
は
付
着

盛
期
が
五
月
十
五
日
前
後
で
、
こ
の
時
の

一
日
当
り
の
付
着
数
は
約
千
百
個
、
東
湾

の
付
着
盛
期
は
五
月
二
十
日
前
後
で
、
こ

図4.-. 

の
時
の
付
着
数
は
一
日
当
り
約
四
千
六
百

個
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
(
図

4
)
。
こ
の
付
着
数
は
、
ラ
l
パ
の
発
生

量
が
多
か
っ
た
過
去
三
年
(
五
九

t
六

一

年
)
に
出
較
し
で
も
多
い
も
の
で
し
た
の

で
、
表
々
も
豊
漁
へ

の
手
応
え
を
一
層
確

か
な
も
の
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

六
月
初
め
に
は
第
一
回
の
全
湾
付
着

調
査
を
行
な
い
ま
し
た
。
西
湾
の
付
着
数

は
一
万
個
、
東
四
円
で
七
万
八
千
個
、
全
湾

平
均
の
付
着
数
は
五
万
八
平
個
で
、
稚
貝

の
大
き
さ
は
平
年
並
と
い
う
結
果
で
し
た。

付
着
数
が
平
年
に
出
較
し
て
多
い
の
で
、

過
密
に
よ
る
成
長
の
停
滞
が
心
配
さ
れ
た

た
め
、
六
月
十
五
日
発
行
の
管
理
情
報
で

は
、
付
着
数
の
調
整
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す。
六
月
末
か
ら
七
月
初
め
に
行
な
わ
れ
た

第
二
回
の
付
着
調
査
の
結
果
は
、
全
湾
平

均
六
万
二
千
個
と
過
去
震
高
の
付
着
数
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
所
に
よ
っ
て
極
端

に
付
着
数
が
少
な
い
、
或
い
は
上
磯

・
下

北
地
区
で
、
ヒ
ト
デ
の
付
着
が
多
い
採
苗

器
が
見
ら
れ
る
等
の
少
々
気
に
な
る
点
も

-、

見
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
の
付
着
の
バ
ラ
ツ
キ
が
大
き
か
っ

た
原
因
は
様
々
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
犯
人

の
ひ
と
つ
に
ワ
ミ
セ
ミ
(
シ
オ
ム
シ
)
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
正
式
に
は
ニ
ホ

ン
コ
ッ
プ
ム
シ
と
い
う
種
類
で
、
時
に
よ
っ

て
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
探
苗
器
に
紛
れ
込
ん
だ

り
し
ま
す
。
「
今
年
は
例
年
に
出
較
し
て

ク
ミ
セ
ミ
が
多
い
」
、
「
ク
ミ
セ
ミ
の
多

い
採
靖
国
語
は
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
付
着
が
少

な
い
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
ク
ミ
セ
ミ
が
稚
貝
を
食
べ
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
予
想
の
も
と
に
、
セ

ン
タ
ー
で
は
食
害
実
験
を
行
な
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
殻
長
三
踊
以
下
の
稚
貝
は
、
大

量
に
捕
食
さ
れ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今

年
の
天
然
深
苗
は
、
全
湾
の
推
定
付
着
数

二
千
億
と
大
豊
漁
と
な
り
、
漁
業
者
の
皆

さ
ん
は
十
分
な
数
の
稚
貝
を
入
手
さ
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
安
定
的
に
採

苗
を
行
な
う
た
め
に
、
適
正
保
有
数
宇
佐
守

り
、
よ
り
良
い
母
貝
を
作
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
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五
月
下
旬
か
ら
六
月
下
旬
に
か
け
て
恒

例
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
実
態
調
査
が
実
継

さ
れ
、
依
然
と
し
て
貝
の
小
型

・
軽
量
他

が
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
調
査
結

果
を
述
べ
て
み
ま
す
。

調

査

結

果

昭
和
六
二
年
度
五
月
一
日
現
在
の
六
一

年
産
貝
の
聞
き
取
り
に
よ
る
保
有
数
量
は
、

四
三
、
O
四
四
万
枚
で
、
昨
年
を
若
干
下

回
っ
て
お
り
そ
の
養
殖
方
法
別
出
率
は
、

パ
ー
ル
ネ
ッ
ト
一
一
九

・
八
%
、
丸
か
ど

二
二

・
三
%
、
耳
づ
り
四
七

・
九
%
で
、

五
七
年
以
降
減
少
活
向
に
あ
っ
た
茸
づ
り

養
殖
が
増
加
し
て
き
ま
し
た
(
表
1
)
。

現
場
調
査
に
よ
る
へ
い
死
率
及
び
異
常

貝
出
現
率
は
、
表

2
に
示
し
た
よ
う
に
、

全
湾
平
均
で
四

・
九
%
、
四

・
四
%
と
乙

乙
数
年
で
巌
も
高
い
値
を
示
し
て
お
り
、

特
に
上
機

・
青
森
地
区
及
び
平
内
地
区
で

は
、
へ
い
死
率
の
平
均
が
五
%
以
上
と
高

い
値
を
示
し
て
い
ま
す
。

養
殖
方
ほ
別
の
へ
い
死
率
及
び
異
常
貝

出
現
率
で
は
、
パ
ー
ル
ネ
ッ
ト
六

・

ouw、

四
・
六
%
(
昨
年
同
期
二

・
八
%
、
二

-

榊

自
国

単位:%

同!ノ号ーノレネァト 丸かご 耳づり 合計 備 考

62 29.8 22.3 47.9 100 61年度産貝:43，044万枚

61 33.3 22.2 44.5 100 60年度産貝:44，058万枚

60 32.1 17.8 50.1 100 59年度産貝・ 42，425万校

養殖方法別保育数量(聞き取り)表l
O
%
)
、
丸
か
ご
四

・
五
%
、
四

・
六

%

(同一

・
六

%
、一

・
五
%
)
、
耳
づ
り

四
二
二
%
、
四

・
二
%
(
同
四

・
七
%
、

一
一
・
九
%
)
と
昨
年
を
上
回
っ
て
い
ま
す

(表

3
)
。

.-. 

文

養
殖
呉
の
成
長
に
つ
い
て
は
、
全
湾
平

均
で
殻
長
六

・
七
川
(
昨
年
周
期
六

・
八

川
)
、
章
一
量
一
三
五

・
二

g
(同
三
四

・
二

F
)
と
、
依
然
と
し
て
小
型

・
軽
量
也
の

傾
向
が
解
消
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
(
表

3
)
。

養
殖
方
法
別
に
平
均
殻
長
、
章
一量
宇佐
見

る
と
、
パ
ー
ル
ネ
ッ
ト
六

・
七
品
川
、
三
四

・

四
n
y
(
昨
年
同
期
六

・
七
m
、
三
三

・
七

q

d
)

、
丸
か
ζ
六
・
七
川
、
三
五

・
0
9

(
同
六

・
八
m
、
二
九

・
三
qJ)
、
耳
づ

り
六

・
七
m
、
三
六

・
三
n
y
(
同
六

・
八

市
川
、
三
六

・
九
9
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。

養
殖
方
法
別
収
容
密
度
に
つ
い
て
は
、

パ
i
ル
ネ
ッ
ト
及
び
丸
か
ど
で
一
段
当
り

の
収
容
数
は
そ
れ
ぞ
れ
二
0
・
三
個
/
段
、

一
九

・
六
個
/
段
、
耳
づ
り
一
連
当
た
り

の
収
容
数
は
一
八
七

・
六
個
/
連
(
昨
年

調
詔
一
九

・
三
ヨ
/
設、

ニ
ヘ)
・
五
倍
/

段
、
一
九
七

・
四
個
/
連
)
と
昨
年
並
み

で
、
依
然
と
し
て
多
い
状
況
に
あ
り
ま
す

(表

3
)
。

垂
下
連
の
間
隔
は
、
パ
ー
ル
ネ
ッ
ト
四

五
品
川
、
丸
か
と
六
四
品川
、
耳
づ
り
五
O
m

(
昨
年
同
期
五
一
一
一
m
、
七
二
川
、
五
七
m
)

と
い
ず
れ
も
昨
年
よ
り
さ
ら
に
狭
く
な
っ

て
い
ま
す
。

幹
綱
一

m
当
り
の
平
均
収
容
数
は
、
全

湾
平
均
で
三
四
四

・
七
個
/

m

(
昨
年
同

期
三
一
二

・
四
個
/
m
)
と
昨
年
を
上
回
っ

保有者主量 :62年5月1日現在

/画、、
て
お
り
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

養
殖
方
法
別
の
収
容
密
度
は
、
パ
ー
ル
ネ
ッ

ト
三
七
一
二
一
個
/
m
、
丸
か
ご
三
O
三

・

五
個
/
m
、
耳
づ
り
=
一
三
三

・
七
個
/
m

(
昨
年
同
期
三
三
八

・
四
個
/
m
、
二
八

一
・
八
個
/
m、

三
三
一

・
一
個
/
m
)

と
い
ず
れ
も
増
加
し
て
お
り
、
上
磯

・
青

森
地
区
及
び
平
内
地
区
に
お
い
て
は
、
適

正
収
容
数
の

3
倍
か
ら
4
倍
と
著
し
く
多

く
な
っ
て
い
ま
す
(
表

3
)
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

今
回
の
養
殖
実
態
調
査
と
併
せ
て
、
ホ

タ
テ
ガ
イ
養
殖
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

O

ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
を
営
む
人
で
、

ホ
タ
テ
ガ
イ
を
専
業
と
し
て
い
る
人

は
、
全
体
の
七
五

・
三
%
で
、
収
入

の
五
割
以
上
を
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
に

依
存
し
て
い
る
人
は
九
一

・
四
%
で

し
た
。

O

一
経
営
体
の
平
均
収
入
は
約
六
三

O
万
円
で
、
約
半
数
の
人
が
現
在
の

収
入
に
満
足
し
て
い
る
と
答
え
、
満

足
し
て
い
な
い
と
答
え
た
人
は
、
他

の
漁
業
に
も
力
を
入
れ
た
い
等
と
回

答
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
養
殖
に
か
か
る
経
費
は
、

平
均
す
る
と
収
入
の
約
四
八
%
の
割

合
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

。

陸

奥

湾
内
の
総
量
現
制
に
つ
い
て

は
、
九
三

・
六
%
の
人
が
知
っ
て
い

ま
し
た
。
一
方
、
貝
の
単
価
が
低
下
し
て
い

る
原
因
に
つ
い
て
は
、
半
数
の
人
が
、

貝
の
小
型

・
軽
量
他
が
原
田
で
あ
る

と
答
え
、
そ
の
対
策
と
し
て
密
殖
の

防
止
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

O

今
年
の
半
成
貝
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
大
半
の
人
が
例
年
並
み
で
あ
る

と
の
回
答
で
し
た
。

考
察
と
今
後
の
課
題

今
回
の
調
査
で
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
小
型

・

軽
量
侶
状
態
が
依
然
と
し
て
続
い
て
い
る

E S 0: 9.1-10.0枚/匂
時

ぉ

幻

坊

泊

ω
創

位

6局 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

国1 E S 0の新実(耳づり)が初めて上場された時期
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こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
c

こ
の
こ
と
は
、
耳
づ
り
新
貝

(E

S
D実
)
わ
出
荷
寿
司
乃
透
移
な
と

か
ら
E

一九
て
之
大
巾
に
成
長
力
主
つ

で

き
て
い
る
こ
と
が
、
う
か
が
わ
れ
ま

す
『
ヨ一

l
)
ニ

ま
た
、

へ
い
売
率
一
異
常
呉川
江田引

率
が
九

・
三
%
と
近
年
で
は
巌
も
多

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
主
な
原

因
は
、
ホ
タ
テ
カ
イ
養
殖
数
量
が
過

大
に
な
っ

て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
D

J

一J一-FJご
仁
一
三
す
よ

ム一後
F
i

議
運
こ
し
て
は
、
ま
す
L
F

綱

一
m
当
り
の
垂
下
数
を
減
ら
す
な

ど
し
て
、
漁
場
内
の
収
容
数
の
減
少

を
は
か
る
乙
と
が
、
緊
急
の
課
題
と

一言
え
ま
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
六
二
年
産
員
稚
貝
の
利

用
計
画
の
報
告
数
量
は
、
八
億
八
千

万
枚
と
な
っ
て
お
り
、
お
お
む
ね
適

正
数
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
以
前
か

ら
報
告
数
量
と
実
態
と
の
差
が
大
き

く
異
な
る
例
が
み
ら
れ
、
乙
の
点
に

つ
い
て
も
是
正
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。養
箔
数
量
の
適
正
化
に
向
け
て
、

「
む
つ
湾
漁
業
振
興
会
」
が
作
成
し

た
指
導
方
針
を
、
各
漁
業
者
が
実
行

し
て
い
く
段
階
と
い
え
ま
す
。
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生
鮮
貝
類
有
効
利
用
技
術

開
発
研
究
に
つ
い
て

漁
場
部
総
括
主
任
研
究
員

5 C<主回~C<主同《主回d主同延知qÇ;回 d主回《言回需主同d喜岡qÇ;回qÇ;同

毎
年
、
車
甘
か
ら
夏
に
か
け
て
、
ホ
タ
テ

ガ
イ
毒
侶
の
ニ
ュ
ー
ス
が
新
聞
、
テ
レ
ビ

等
で
報
道
さ
れ
ま
す
。
特
に
昨
年
は
、
食

中
毒
も
数
件
発
生
し
、
ご
記
憶
の
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
水
産
物
を
食
べ
て
食
中

毒
を
起
こ
す
乙
と
は
、
安
全
な
水
産
食
粉

品
宇佐
提
供
す
る
と
い
う
水
産
業
の
立
場
か

ら
、
き
わ
め
て
由
々
し
い
こ
と
で
す
。
そ

こ
で
、
い
っ
た
ん
毒
化
し
た
ホ
タ
テ
ガ
イ

を
何
ら
か
の
方
法
で
無
毒
他
ま
た
は
規
制

値
以
下
ま
で
低
毒
侶
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
一
年
中
、
安
心
し
て
ホ
タ
テ
ガ
イ
を

食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
出

荷
安
定
と
消
費
広
大
に
役
立
つ
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
か

ら
、
「
生
鮮
貝
類
有
効
利
用
授
術
開
発
研

究
」
が
昭
和
五
七
年
度
か
ら
昭
和
六
一
年

度
ま
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

貝
毒
。
あ
ら
ま
し
を
説
明
し
た
あ
と
、
事

業
の
概
要
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

昭
和
五
一
年
に
宮
城
県
産
ム
ラ
サ
キ
イ

ガ
イ
の
侵
食
に
よ
る
中
毒
が
発
生
し
、
分

析
の
結
果
、
貝
毒
成
分
が
検
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
貝
毒
は
脂
溶
性
で
、
食
べ
た
人

が
い
す
れ
も
下
痢
を
起
こ
す
乙
と
か
ら
下

中

一口一

肇

痢
性
貝
毒
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
食
後
、
三

十
分
な
い
し
四
時
間
以
内
に
幅
吐
、
は
き

気
、
腹
痛
な
ど
の
症
状
が
あ
ら
わ
れ
、
下

痢
を
起
こ
し
ま
す
が
、
発
熱
は
せ
ず
、
ほ

ぽ
三
日
閣
で
全
快
し
、
死
亡
例
は
あ
り
ま

せ
ん
。ま
た
、
加
油
開
調
理
後
も
減
毒
せ
ず
、
設

小
発
症
量
は
十
二
マ
ワ
ス
ユ
ニ
ッ
ト

(
M

U
)
で
、
厚
生
省
基
準
値
は
可
食
部
一
グ

ラ
ム
当
り
O
-O
五
M
U
で
す
。
一
マ
ワ

ス
ユ
ニ
ッ
ト
と
は
、
マ
ケ
ス
腹
腔
内
に
注

射
し
た
時
、
一
匹
の
マ
ク
ス
を
殺
す
毒
力

の
こ
と
で
す
。

こ
の
貝
毒
の
主
犯
は
、
デ
ィ
ノ
フ
ィ
シ

ス
・
フ
ォ
ル
テ
ィ
と
い
う
渦
鞭
毛
漢
で
、

ほ
か
に
共
犯
も
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
研
究
者
も
い
ま
す
。

ホ
タ
テ
ガ
イ
の
貝
毒
に
は
、
こ
の
ほ
か

に
麻
寝
性
貝
毒
と
呼
ぼ
れ
る
も
乃
が
あ
り
、

北
海
道
産
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
で
は
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
陸
奥
湾
産
ホ
タ

テ
ガ
イ
で
検
出
さ
れ
る
の
は
、
下
痢
性
貝

毒
の
み
で
す
。

第

l
図
に
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
解
剖
図
を
一示

し
ま
し
た
。
下
痢
性
貝
毒
で
は
中
腸
線

じんたい(チョ ーツガイ)

-貝住

‘錫

阻門

(ふんの出口)

，心臓

、、、
tE
，，，
，，

巣

雄

雄

一
明
ト
ト

，，，，
』目目'ι
‘、‘、

腎機

戸圃‘、

20μ 

、外套膜

(ヒ毛、ピリ)

眼
下痢性員毒プランクトン
ディノフィシス・フォルティ

図2
ホタテガイの解剖図

(
ク
ロ
)
の
み
が
毒
他
し
ま
す
。
ま
た
、

第

2
図
に
は
、
下
痢
性
貝
毒
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
の
デ
ィ
ノ
フ
ィ
シ
ス
・
フ
ォ
ル
テ
ィ
の

顕
微
鏡
写
真
を
一
示
し
ま
し
た
。

前
置
き
が
長
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
「
生
鮮
貝
類
有
効
利
用
技
術
開
発
研

究
」
の
研
究
結
果
の
概
要
を
以
下
に
述
べ

る
乙
と
に
い
た
し
ま
す
。

こ
の
事
業
で
は
、
毒
他
ホ
タ
テ
ガ
イ
を

時
間
毒
他
・
低
毒
他
す
る
の
に
必
要
な
乙
と

を
試
行
錯
誤
の
形
で
、
い
ろ
い
ろ
と
試
み

ま
し
た
。
そ
の
主
な
も
の
を
項
目
ご
と
に

説
明
し
ま
す
。

市
唱
過
海
水
飼
育
に
よ
る

毒
力
減
衰
試
験

貝
毒
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
い
な
い
海
水
中

で
毒
侶
ホ
タ
テ
ガ
イ
を
飼
育
し
、
そ
の
毒

力
の
変
侶
を
調
べ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

十
五
日
後
で
も
毒
力
は
規
制
値
以
下
と
は

な
ら
ず
、
貝
毒
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
供
給
を

断
っ
て
も
、
毒
力
は
容
易
に
低
下
し
な
い

乙
と
が
分
り
ま
し
た
。

飼
育
海
水
の
化
学
的

処
理
に
よ
る
毒
力
減
衰
試
験

ビ
タ
ミ
ン
C
、
鉄
拐
、
オ
キ
シ
ン
、
オ

ゾ
ン
等
を
混
合
ま
た
は
溶
解
し
た
海
水
中

で
毒
他
ホ
タ
テ
ガ
イ
を
飼
育
し
ま
し
た
が
、

毒
力
は
思
う
よ
う
に
低
下
し
ま
せ
ん
で
し

た。

図 1
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抱
合
試
薬
に
よ
る毒
力
減
衰
試
験

肝
臓
の
解
毒
作
用
に
着
目
し
、
グ
ル
ク

ロ
ン
酸
ナ
ト
リ
ク
ム
、
グ
リ
シ
ン
を
粉
末

活
性
炭
に
吸
着
さ
せ
た
の
ち
、
ホ
タ
テ
ガ

イ
に
食
べ
さ
せ
て
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

ホ
タ
テ
ガ
イ
は
活
性
炭
を
食
べ
て
、
ま
っ

車一
…な
糞
を
排
出
し
ま
し
た
が
、
毒
力
は
低

下
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

給
餌
に
よ
る
毒
力
減
衰
試
験

ホ
タ
テ
ガ
イ
に
餌
宇
佐
食
べ
さ
せ
れ
ば
、

代
謝
が
活
発
に
な
り
、
毒
成
分
の
依
外
排

出
が
早
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
、

植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
、

ク
ロ
l
パ
汁
、
米

粉、

パ
ン
酵
母
、
コ
ー
ン
ス
タ
l
チ
等
を

食
べ
さ
せ
て
み
ま
し
た
が
、
縫
実
に
毒
力

の
低
下
す
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

養
殖
条
件
の
改
良

陸
奥
湾
内
の
三
ケ
所
の
実
験
漁
場
の
上

・

中
・
下
層
に
毒
侶
ホ
タ
テ
ガ
イ
を
量
下
し、

毒
力
の
准
移
を
み
ま
し
た
(
第
3
図
)
。

そ
の
結
果
、
い
ず
れ
の
漁
場
に
お
い
て
も
、

上
層
垂
下
貝
の
毒
力
が
巌
も
低
め
に
推
移

す
る
こ
と
が
分
り
ま
し
た
。
ま
た
、
欠
刻

や
内
面
着
色
な
ど
の
あ
る
異
常
貝
で
は
、

貝
毒
の
取
り
込
み
ゃ
排
出
が
正
常
貝
よ
り

も
遅
い
乙
と
が
分
り
ま
し
た
。

解
毒
試
験
用
供
試
貝
の
生
産

選
他
期
以
外
の
時
期
で
も
解
毒
試
験
が

行
な
え
る
よ
う
に
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
を
人
為
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層別の貝毒値の推移

的
に
毒
侶
す
る
こ
と
を
試
み
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
第
4
図
に
一示
す
よ
う
な
、
貝
毒

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
大
量
採
集
装
置
を
試
作

し
て、

採
集
し
た
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
ホ
タ

テ
ガ
イ
に
食
べ
さ
せ
ま
し
た
が
、
毒
化
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

生
海
水
中
の
毒
成
分
除
去
試
験

海
水
中
の
貝
毒
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
分
解

・

無
毒
侶
す
る
た
め
に
、
錆
び
た
鉄
材
に
よ

る
処
理
、
超
音
疲
処
理
を
行
い
ま
し
た
が
、

は
っ
き
り
し
た
効
果
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

給
餌
方
法
の
検
討

ホ
タ
テ
ガ
イ
は
周
囲
の
変
他
に
敏
感
に

反
応
す
る
た
め
、
餌
を
食
べ
さ
せ
る
に
も

特
別
の
注
意
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
に
餌
を
食
べ
さ

せ
る
場
合
の
条
件
と
し
て
、
明
暗
、
通
気

量
、
餌
籾
濃
度
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
明
暗
、
通
気
量
は
ホ
タ
テ
ガ

イ
の
慎
餌
量
に
大
き
な
影
響
宇
佐
与
え
な
い

が
、
餌
籾
濃
度
が
あ
ま
り
高
い
場
合
に
は

偽
糞
を
出
し
、
正
常
な
煩
餌
を
し
な
い
こ

と
が
分
り
ま
し
た
。

以

上
、
研
究
結
果
の
あ
ら
ま
し

を

述
、へ
ま
し
た
が
、

確
実
に
時
間
毒
伯
、
も
し
く
は
規
制
値
以
下

に
低
毒
他
す
る
効
果
的
手
法
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
理
由
と

し
て
、
ま
ず
、

貝
毒
成
分
の
他
学
分
析
が

取水パイプ--画、

図3貝毒プランク 卜ンの大量採集装置図4

..-・、

〆'画、

進
む
に
つ
れ
て
、
下
痢
性
貝
毒
は
単

一
の

組
成
で
は
な
く
、
実
は
特
性
の
異
な
る
多

く
の
毒
成
分
の
混
合
し
た
も
の
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
組
成

割
合
に
も
、
季
節

・
年
変
動
が
あ
り
、
ど

の
毒
成
分
に
も
効
果
的
な
解
毒
方
法
を
み

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

第
二
に
は
、
毒
侶
し
た
水
産
動
物
の
解

毒
研
究
は
既
応
の
実
績
が
乏
し
か
っ
た
こ

と
に
加
え
て
、

選
成
分
の
取
り
込
み
と
排

出
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
知
見
の
少
な

い
乙
と
も
あ
っ
て
、
解
毒
試
験
の
や
り
方

が
ど
う
し
て
も
試
行
錯
誤
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す。

第
三
に
は
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
人
為
毒
侶

が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
た
め
に
、
解
毒

試
験
が
天
然
の
毒
侶
期
間
内
に
限
ら
れ
て
、

体
系
的
に
多
く
の
解
毒
試
験
を
行
う
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

生
鮮
貝
類
有
効
利
用
授
術
開
発
研
究
は

昭
和
六
二
年
度
か
ら
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト

干伊
切
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
五
ヶ
年
の

経
験
か
ら
、
今
度
は
前
回
手
う
す
で
あ
っ

た
基
趨
研
究
に
重
点
を
移
し
、
貝
選
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
、

貝
毒
成
分
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
の

生
理
な
ど
に
つ
い
て
充
分
に
知
見
を
蓄
積

し
た
の
ち
、
解
毒
シ
ス
テ
ム
を
完
成
す
る

計
画
で
、
効
果
的
な
解
毒
手
法
の
開
発
を

目
ざ
し
て
、
目
下
鋭
意
研
究
中
で
す
。
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